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1彼らの成長の要因の一つは，
新たな製鉄技術の獲得にあっ
た。鉄の生産力の増大は，優
秀な武器や蹄

てい

鉄
てつ

をもたらした。
2南宋から輸入された品は，
陶
とう

磁
じ

器
き

，絹織物，香料，薬品，
書籍，銭などだった。香料，
薬品は東南アジア原産の品で，
南宋を経由して流

りゅう

入
にゅう

していた。
日本はアジアの通

つう

商
しょう

圏
けん

に組み
こまれていたのである。

モンゴル帝国
10世紀ごろから，中国大陸北方の遊

ゆう

牧
ぼく

狩
しゅ

猟
りょう

民族の

活動が活発になっていった。内
ない

蒙
もう

古
こ

の契
きっ

丹
たん

が遼
りょう

と

いう国を建て，ついで北満
まん

州
しゅう

の女
じょ

真
しん

が金
きん

を建国し，さらにモンゴル帝

国が出現する
1

。

　1125年に遼をほろぼした金は，つづいて1127年，南下して宋
そう

の都開
かい

封
ほう

を占領した。宋は江
こう

南
なん

にのがれて臨
りん

安
あん

を都とした（南
なん

宋
そう

）。日本との

あいだに正式な国
こっ

交
こう

は開かれなかったが，南宋との私
し

貿
ぼう

易
えき

は平安時代

末期からさかんに行われた
2

。大量の宋
そう

銭
せん

が日本にもたらされ，それに

よって貨
か

幣
へい

経済が国内各地に急速に浸
しん

透
とう

していった。

　モンゴル部族のテムジンは，1206年に帝
てい

位
い

についてチンギス・ハン

を称した。モンゴルは急速に勢力を拡大し，中央アジアから北西イン

ド，南ロシアにまたがる広大な帝国をつくった。東方では1234年に金

をほろぼし，高
こう

麗
らい

に出兵した。西方ではポーランドとドイツの連合軍

を打ちやぶり，帝国の西半分はいくつかの国に分かれた。

　チンギス・ハンの孫にあたる5代目のフビライ・ハンは，都を大
だい

都
と

（北
ペ

京
キン

）に移し，1271年に国
こく

号
ごう

を元
げん

と称した。フビライは，南宋の討
とう

滅
めつ

をおしすすめ，南宋と通
つう

商
しょう

関係をもつ地域（カンボジア，ミャンマー

など）を支配下に置き，日本にも国
こく

書
しょ

を送ってきた。

元寇
1268（文

ぶん

永
えい

5）年，フビライは日本に朝
ちょう

貢
こう

を求めて

きたが，幕府は返書を送らないことに決め，8代

元寇と社会の変貌5
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　　　　　　　13世紀なかごろから，実力をた
くわえた名主層のなかに，荘園領主や地

じ
頭
とう
の支

配をはなれて，小
こ
作
さく
人
にん
に土地を貸し，武士化し

て地
じ
侍

ざむらい
になる者があらわれてきた。領地を失っ

た御家人や，荘園領主に仕える非御家人，それ

にこうした地侍などが徒
と
党
とう
を組み，50騎，100

騎で行動する大きな武力集団となることがあっ

た。彼らは年貢の納入をこばむだけでなく，武

装して荘園に乱入したので，悪
あく
党
とう
とよばれ，お

それられた。悪党の活動は，畿内を中心とし

て全国へと広がっていった。なかでも，鎌倉幕

府と戦った楠
くす
木
のき
正
まさ
成
しげ
は有名であるが，南

なん
北
ぼく
朝
ちょう
の

内乱に参加した者

ばかりでなく，の

ちには，守
しゅ
護
ご
大
だい
名
みょう

の家臣になる者も

あった。

bp.82

bp.83

bp.84

悪党

関
東
御お
ん

事こ
と

書が
き

の
法

 

永
仁
五（
一
二
九
七
）年
三
月
六
日

一
、
質
券
・
売
買
地
の
事
、

　

 

　右
、
地
頭
御
家
人
の
買ば
い

得と
く

地
に
於お
い

て

は
、
本ほ
ん

条
を
守
り
、
廿
に
じ
ゅ
う

箇
年
を
過
ぎ
れ
ば
、

本ほ
ん

主し
ゅ（

も
と
の
持
ち
主
）、
取
返
す
に
及
ば
ず
。

非
御
家
人
並
び
に
凡ぼ
ん

下げ

の
輩
と
も
が
ら（

庶
民
）の
買

得
地
に
至
り
て
は
、
年
紀
の
遠
近
を
謂い

は
ず
、
本
主
、
こ
れ
を
取
返
す
べ
し
。

 

（
東
寺
百ひ
ゃ
く

合ご
う

文も
ん

書じ
ょ

）

　

 

①
六
波
羅
探
題
へ
通
達
さ
れ
た
鎌
倉
幕
府
の
箇
条

書
き
の
法

　②
質
入
れ
、
お
よ
び
売
買
さ
れ
た
土

地

　③
貞じ
ょ
う

永え
い

式し
き

目も
く

。
第
八
条
に
、
二
十
箇
年
の
年

紀（
年
紀
法
）が
規
定
さ
れ
て
い
る

　④
経
過
し
た

年
数
に
関
係
な
く ①

②

③

④

r御家人の救済（永
えい

仁
にん

の徳
とく

政
せい

令
れい

）

q金融業者から銭を借りる
女
にょう

房
ぼう

（『山
さん

王
のう

霊
れい

験
げん

記
き

』，和泉市久

保惣記念美術館蔵）　京から鎌
倉に来た女性が借りた20貫

かん

文
もん

は，
まもなく利子を加えて80貫文に
なった。銅銭をひもに通し，97
枚で 100文の結び目をつくり，
970枚で1貫文の銭さしとなる。

w悪党（『春
かす

日
が

権
ごん

現
げん

験
げん

記
き

絵
え

』，

宮内庁三の丸尚蔵館蔵）

5分割相続では，代を重ねる
と，所領が小さくなりすぎた
ためである。

6後
ご

嵯
さ

峨
が

天皇の皇
おう

子
じ

の後
ご

深
ふか

草
くさ

天皇系が持明院統，亀
かめ

山
やま

天皇
系が大覚寺統。

御家人社会の
変化

御
ご

家
け

人
にん

の家では，子どもたちが親の所領を分割し

て受けつぐ，分割相続が行われていた。しかし，

鎌倉後期になると，家
か

督
とく

をついだ嫡
ちゃく

子
し

が，所領をまとめて単独相続す

るようになった
5

。このため，庶
しょ

子
し

のなかには嫡子の家
け

来
らい

になるほか，

独立して本家からはなれていく者も出るようになった。これによって，

血
けつ

縁
えん

ではなく地
ち

縁
えん

で結びつく，新しい武士団が生まれた。

　また，元
げん

軍と戦った武士は，重い負担にもかかわらず，じゅうぶん

な恩
おん

賞
しょう

をもらえず苦しんだ。小さな所領の武士のなかには，所領を質
しち

にいれたり売ったりする者があらわれるようになった。幕府は，困
こん

窮
きゅう

した御家人を救済するために，1297（永
えい

仁
にん

5）年に徳
とく

政
せい

令
れい

を出し，質入

れや売却した所領は，無
む

償
しょう

で御家人にかえすよう命じた。

　元
げん

寇
こう

前後から，幕府内では得
とく

宗
そう

の力が格段に強くなった。得宗家の

家臣（御
み

内
うち

人
びと

）が幕府の政治を動かし，評
ひょう

定
じょう

衆
しゅう

による合
ごう

議
ぎ

は中身を失っ

たため，幕府は御家人から批判を受けるようになった。

　一方朝廷では，13世紀末に天皇家が持
じ

明
みょう

院
いん

統
とう

と大
だい

覚
かく

寺
じ

統
とう

と
6

に分かれ，

対立するようになった。両
りょう

統
とう

は，幕府を味方につけようとはたらきか

けたため，朝廷に対する幕府の影響力は増大していった。

bp.69

bp.72

bp.72

bp.83
S鎌倉時代後期，御家人
の社会はどのように変化

したのか。
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鎌
倉
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方

将
軍
家

堀
越
公
方

古
河
公
方

1

2

3

4

q足利義満像（鹿苑寺蔵）

w室町将軍邸
てい

（『洛
らく

中
ちゅう

洛
らく

外
がい

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

』，

米沢市蔵）　義満の建てた邸
てい

宅
たく

は花
の御

ご

所
しょ

といわれ，ここで政治も行わ
れたが，応

おう

仁
にん

の乱で焼
しょう

失
しつ

した。屏風
にえがかれている建物は，16世紀
に跡地に建てられたものと考えら
れている。

1幕府は，観
かん

応
のう

の擾
じょう

乱
らん

の際，
主戦場の3国（近

おう

江
み

・美
み

濃
の

・尾
お

張
わり

）の守護に1年にかぎり，兵
ひょう

粮
ろう

米
まい

として，荘園領主への年
貢の半分を現地で調達するこ
とを許した。このことが，や
がて全国におよび，永

えい

続
ぞく

的な
ものとなった。

2段銭は田
でん

地
ち

の段
たん

数，棟別銭
は家の棟

むね

数に応じてかけられ
た税。

守護領国制
室町幕府の守

しゅ

護
ご

は，権限として，鎌倉幕府の大
だい

犯
ぼん

三か条のほか，荘
しょう

園
えん

の年
ねん

貢
ぐ

の半分を支配すること

が実質的に認められていた（半
はん

済
ぜい

）
1

。一方，地
じ

頭
とう

請
うけ

によって年貢を確

保してきた荘園領主は，地頭が守護の家臣になったため，年貢の納入

を守護に請け負わせるようになった（守
しゅ

護
ご

請
うけ

）。

　守護は，半済や守護請などによってえた国内の荘園の年貢の一部を，

家臣となった武士に支給するようになった。また，国内の軍事権に加

えて，行
ぎょう

政
せい

権をもつようになると，任
にん

国
こく

全域を自分の所
しょ

領
りょう

のようにみ

なした。しかし，守護は将軍に奉
ほう

公
こう

するため，常に在京する建て前で

あったので，現地に一族や家臣を守
しゅ

護
ご

代
だい

として置いた。こうした守護

を守護大
だい

名
みょう

，その支配体制を守護領
りょう

国
ごく

制
せい

という。

室町幕府の確立
尊
たか

氏
うじ

の死後，足
あし

利
かが

氏一門の者が選ばれて将軍を補
ほ

佐
さ

する管
かん

領
れい

になった。管領は，斯
し

波
ば

・細
ほそ

川
かわ

・畠
はたけ

山
やま

の3家（三管領）が，侍
さむらい

所
どころ

の長官は，山
やま

名
な

・一
いっ

色
しき

・赤
あか

松
まつ

・京
きょう

極
ごく

の4家（四
し

職
しき

）などが，それぞれ交替でつとめ，幕府の政治は，この三管領・四

職を中心に運営された。こうして，3代将軍足利義
よし

満
みつ

のころには，中

央政権としての幕府の組織も確立し，朝廷はほとんど政治の実権をも

たなかった。

　義満は 1378（永
えい

和
わ

4）年，京都の室町に邸
てい

宅
たく

を建てて幕府を移し，

1392（明
めい

徳
とく

3）年に南
なん

北
ぼく

朝
ちょう

の合
ごう

一
いつ

を実現した。一方では，強大な守護の

山
やま

名
な

氏
うじ

清
きよ

，大
おお

内
うち

義
よし

弘
ひろ

を倒すなど，守護大名の勢いを弱めて，幕府の支

配を安定させた。

　政
まん

所
どころ

があつかった幕府の財政は，直
ちょっ

轄
かつ

地
ち

（御
ご

料
りょう

所
しょ

）からの収入，守護・

地頭への臨
りん

時
じ

の課税，庶
しょ

民
みん

にかける臨時の課税（段
たん

銭
せん

・棟
むな

別
べつ

銭
せん

）
2

のほか，

関
せき

銭
せん

などによってまかなわれた。義満のころからは，金融業をもいと

なむ京都の酒
さか

屋
や

や土
ど

倉
そう

へ課税（酒
さか

屋
や

役
やく

・土
ど

倉
そう

役
やく

）した。日
にち

明
みん

貿易が開始

されると，その利益も加えて，幕府の財政をおぎなった。
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q遣
けん

明
みん

船
せん

（復元模型）

e首
しゅ

里
り

城正
せい

殿
でん

（那
な

覇
は

市）　小高
い丘の上に立地し，多くの施設
が建てられていた。1992年に
復元されたが，2019年に焼

しょう

失
しつ

。

w志
し

苔
のり

館
たて

跡（函
はこ

館
だて

市）　コシャマイン
が蜂起した際に攻
め落とされた館の
一つ。また，近く
から 37万枚余りの
宋
そう

銭
せん

・元
げん

銭
せん

が発掘
されている。

q日
にち

明
みん

・日
にっ

朝
ちょう

貿易のおもな品目

輸入品 輸出品

日明貿易
銅銭，生

き

糸
いと

，絹織物，
薬草，書籍，書画など

刀剣，銅，硫
い お う

黄，扇，蒔
まき

絵
え

の漆
しっ

器
き

，屏
びょう

風
ぶ

，硯
すずり

など

日朝貿易
木綿・麻布などの織物，
大
だい

蔵
ぞう

経
きょう

など高
こう

麗
らい

版の経
きょう

典
てん

など

銅，硫黄，絹，刀剣，扇，
南海産の胡

こ

椒
しょう

・蘇
そ

木
ぼく

（染
せん

料
りょう

），香
こう

木
ぼく

，薬材など

q琉球の三
さん

山
ざん

とおもな城跡

かつれん

勝連城
なかぐすく

中城城

しゅ り

首里城

南山城

那覇

な き じん

今帰仁城

北山

中山

南山 0 20km

rコシャマインの
蜂起

津軽海峡

陸奥湾

恵山

恐山

駒ヶ岳

花沢館
上之国

十三湊

脇本館

蠣崎城小泊

大
館

松
前

箱
館
志
苔
館

七重浜
下
之
国

道南十二館
コシャマイ
ンの蜂起で
陥落した館
コシャマイ
ン軍
蠣崎軍

0 30km

6朝鮮への輸出品は銅・硫
いおう

黄
のほか，胡

こ

椒
しょう

・薬・香
こう

木
ぼく

など
南海の特産品であった。これ
らは琉球の商船が博多や薩

さつ

摩
ま

の坊
ぼうの

津
つ

にもたらしたもので，
博多商人などが中継して朝鮮
に運んだ。輸入品は繊

せん

維
い

類が
主で，特に木

も

綿
めん

は日本では生
産されていなかったので需

じゅ

要
よう

が多く，全国に広まった。

をめぐって暴動をおこし，朝鮮の役人に鎮
ちん

圧
あつ

された（三浦の乱）。以後

日
にっ

朝
ちょう

貿易はしだいにふるわなくなる
6

。

琉球と蝦夷地
15世紀の前半，尚

しょう

氏が，三つに分かれていた沖縄

本島を統一して琉
りゅう

球
きゅう

王国を建てた。琉球王国は，

日本や朝鮮，中国と東南アジア諸地域間の中
なか

継
つぎ

貿易で繁
はん

栄
えい

したが，16

世紀半ばごろ，ポルトガル人がアジア貿易に進出してくると，その活

動はおとろえた。

　蝦
え

夷
ぞ

地
ち

では，広大な自然のなかで，狩
しゅ

猟
りょう

や漁業をいとなむアイヌ民

族が，いくつものコタン（共同体）をつくって生活していた。14世紀ご

ろ，本州から武士たちが移住を始め，アイヌの人々と交易を行った。

両者のあいだにはしばしば衝突がおこり，しだいに圧
あっ

迫
ぱく

されていった

アイヌは，15世紀なかごろに大首
しゅ

長
ちょう

コシャマインを中心に蜂
ほう

起
き

したが，

敗北した。こののち蠣
かき

崎
ざき

氏（のちの松
まつ

前
まえ

氏）の勢力が強くなり，道
どう

南
なん

地

域の支配者になっていく。

bp.127

?～1457

S日明貿易と日朝貿易を
比較して，その共通点や

相違点を考えてみよう。

5

10

2  武家社会の形成と東アジア　87

q遣
けん

明
みん

船
せん

（復元模型）

e首
しゅ

里
り

城正
せい

殿
でん

（那
な

覇
は

市）　小高
い丘の上に立地し，多くの施設
が建てられていた。1992年に
復元されたが，2019年に焼

しょう

失
しつ

。

w志
し

苔
のり

館
たて

跡（函
はこ

館
だて

市）　コシャマイン
が蜂起した際に攻
め落とされた館の
一つ。また，近く
から 38万枚余りの
宋
そう

銭
せん

・元
げん

銭
せん

が発掘
されている。

q日
にち

明
みん

・日
にっ

朝
ちょう

貿易のおもな品目

輸入品 輸出品

日明貿易
銅銭，生

き

糸
いと

，絹織物，
薬草，書籍，書画など

刀剣，銅，硫
い お う

黄，扇，蒔
まき

絵
え

の漆
しっ

器
き

，屏
びょう

風
ぶ

，硯
すずり

など

日朝貿易
木綿・麻布などの織物，
大
だい

蔵
ぞう

経
きょう

など高
こう

麗
らい

版の経
きょう

典
てん

など

銅，硫黄，絹，刀剣，扇，
南海産の胡

こ

椒
しょう

・蘇
そ

木
ぼく

（染
せん

料
りょう

），香
こう

木
ぼく

，薬材など

q琉球の三
さん

山
ざん

とおもな城跡
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中城城

しゅ り

首里城

南山城
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今帰仁城

北山

中山

南山 0 20km

rコシャマインの
蜂起

津軽海峡

陸奥湾

恵山

恐山

駒ヶ岳

花沢館
上之国

十三湊

脇本館

蠣崎城小泊

大
館

松
前

箱
館
志
苔
館

七重浜
下
之
国

道南十二館
コシャマイ
ンの蜂起で
陥落した館
コシャマイ
ン軍
蠣崎軍

0 30km

6朝鮮への輸出品は銅・硫
いおう

黄
のほか，胡

こ

椒
しょう

・薬・香
こう

木
ぼく

など
南海の特産品であった。これ
らは琉球の商船が博多や薩

さつ

摩
ま

の坊
ぼうの

津
つ

にもたらしたもので，
博多商人などが中継して朝鮮
に運んだ。輸入品は繊

せん

維
い

類が
主で，特に木

も

綿
めん

は日本では生
産されていなかったので需

じゅ

要
よう

が多く，全国に広まった。

をめぐって暴動をおこし，朝鮮の役人に鎮
ちん

圧
あつ

された（三浦の乱）。以後

日
にっ

朝
ちょう

貿易はしだいにふるわなくなる
6

。

琉球と蝦夷地
15世紀の前半，尚

しょう

氏が，三つに分かれていた沖縄

本島を統一して琉
りゅう

球
きゅう

王国を建てた。琉球王国は，

日本や朝鮮，中国と東南アジア諸地域間の中
なか

継
つぎ

貿易で繁
はん

栄
えい

したが，16

世紀半ばごろ，ポルトガル人がアジア貿易に進出してくると，その活

動はおとろえた。

　蝦
え

夷
ぞ

地
ち

では，広大な自然のなかで，狩
しゅ

猟
りょう

や漁業をいとなむアイヌ民

族が，いくつものコタン（共同体）をつくって生活していた。14世紀ご

ろ，本州から武士たちが移住を始め，アイヌの人々と交易を行った。

両者のあいだにはしばしば衝突がおこり，しだいに圧
あっ

迫
ぱく

されていった

アイヌは，15世紀なかごろに大首
しゅ

長
ちょう

コシャマインを中心に蜂
ほう

起
き

したが，

敗北した。こののち蠣
かき

崎
ざき

氏（のちの松
まつ

前
まえ

氏）の勢力が強くなり，道
どう

南
なん

地

域の支配者になっていく。
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相違点を考えてみよう。
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　　　　　　　　　　　職人は

刃物・農具・笠
かさ
・扇

おうぎ
など生活に

必要なものをつくる人々ばかり

でなく，技能，芸能で生活して

いく者まで，農業以外のあらゆ

る職種の人々を意味していた。

琵
び
琶
わ
法
ほう
師
し
，猿回し，人形遣

つか
いな

どもふくまれる。『職人尽
づくし
絵
え
屏
びょう

風
ぶ
』，『七

しち
十
じゅう
一
いち
番職人歌

うた
合
あわせ
』や『洛

らく

中
ちゅう
洛
らく
外
がい
図屏風』などにえがかれて

いる職人を参考にして調べてみ

よう。

室町時代の職人とは

q室町通商店街のにぎわい
（『洛

らく

中
ちゅう

洛
らく

外
がい

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

』，米沢市蔵）

中央に都で有名な烏
え

帽
ぼ

子
し

屋があ
る。近

きん

郷
ごう

からの出稼ぎ農民が，
商家の屋根をふきかえている。
右手には二階建の家もみえる。

q機
はた

織
お

り（『職人尽
づくし

絵
え

屏風』，喜

多院蔵）　綿布は，初めは朝鮮
や中国から輸入されたが，16世
紀初めには，三

み

河
かわ

地方で綿花が
栽培され，綿織物業も各地で発
達するようになった。

q猿回し

1市では領主から営業を許さ
れた市

いち

座
ざ

が設けられ，その地
の領主に税をおさめて販売権
を確保した商人のみに，営業
が認められた。
2西日本の10余か国に灯油
の専売権をもっていた大

おお

山
やま

崎
ざき

の油
あぶら

座
ざ

は，石
いわ

清
し

水
みず

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

末
まっ

社
しゃ

の大山崎離
り

宮
きゅう

八幡宮を本所と
した。海路や陸路を通じて運
ばれた原料（荏胡麻）から灯油
をつくり，京都の公家や寺社，
各地の問

とい

屋
や

などに販売した。

産業の発達
農業はこの時期，いちじるしく発達した。稲作で

は，地方の気候にあわせて早
わ

稲
せ

・中
なか

稲
て

・晩
おく

稲
て

の品

種が栽培され，庶
しょ

民
みん

の食料として東南アジア伝来の米（大
だい

唐
とう

米
まい

）も栽培

された。西日本では，麦を裏
うら

作
さく

とする二
に

毛
もう

作
さく

が普
ふ

及
きゅう

した。肥料として

刈
かり

敷
しき

や草
そう

木
もく

灰
ばい

が一般化したため，共同利用となっていた山
さん

野
や

の入
いり

会
あい

権
けん

をめぐる争いもおこった。入会権や用水権をめぐる争いでは，同じ利

害をもつ農民は，荘
しょう

園
えん

の境界をこえて地域ごとに団結するようになっ

た。また，手工業の原料として，桑・楮
こうぞ

・藍
あい

・荏
え

胡
ご

麻
ま

・麻などの栽培

もさかんになった。

　漁業を専門とする集団が生まれ，揚
あげ

浜
はま

式の製
せい

塩
えん

業も普及した。明
みん

に

対する朝
ちょう

貢
こう

品や輸出品として，銅の需
じゅ

要
よう

が増えたため，新しい鉱山が

数多く開発された。

　京の西
にし

陣
じん

や博
はか

多
た

の絹織物をはじめ，麻織物，綿織物，陶
とう

器
き

，紙，酒，

油などの生産が進み，刀や農具をつくる鍛
か

冶
じ

，鋳
い

物
もの

業などもさかんに

なり，手工業は発展をとげた。

市と座
産業の発達につれて商業もさかんになった。市

いち

の

開催日も増加し，応
おう

仁
にん

の乱後には月6回の六
ろく

斎
さい

市
いち

が

一般化した
1

。都市では常設の小
こ

売
うり

店が増加し，特定の商品だけをあつ

かう専門の市場も生まれた。公
く

家
げ

や寺
じ

社
しゃ

を本
ほん

所
じょ

とする商工業者の座
ざ

も
2

種類や数が増加し，一定地域内での仕入れ・販売の独占権や，領内で

の関
せき

銭
せん

免
めん

除
じょ

の特権などを本所からあたえられて，さかんに活動した。

　産業や商品流通の発達とともに，貨
か

幣
へい

の流通もさかんになり，年
ねん

貢
ぐ

下剋上の社会と戦国大名3

bp.90 bp.76

5

10

15

20

88　第 2 章  武家社会の形成と生活文化のめばえ

　　　　　　　　　　　職人は

刃物・農具・笠
かさ
・扇

おうぎ
など生活に

必要なものをつくる人々ばかり

でなく，技能，芸能で生活して

いく者まで，農業以外のあらゆ

る職種の人々を意味していた。

琵
び
琶
わ
法
ほう
師
し
，猿回し，人形遣

つか
いな

どもふくまれる。『職人尽
づくし
絵
え
屏
びょう

風
ぶ
』，『七

しち
十
じゅう
一
いち
番職人歌

うた
合
あわせ
』や『洛

らく

中
ちゅう
洛
らく
外
がい
図屏風』などにえがかれて

いる職人を参考にして調べてみ

よう。

室町時代の職人とは

q室町通商店街のにぎわい
（『洛

らく

中
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図
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風
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中央に都で有名な烏
え

帽
ぼ

子
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郷
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q機
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が設けられ，その地
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座
ざ

は，大山崎離
り

宮
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幡
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宮
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水
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八幡宮を本
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灯油をつくり，京都の公家や
寺社，各地の問

とい

屋
や

などに販売
した。

産業の発達
農業はこの時期，いちじるしく発達した。稲作で

は，地方の気候にあわせて早
わ

稲
せ
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の品
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民
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に
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き
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なり，手工業は発展をとげた。
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の

開催日も増加し，応
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の乱後には月6回の六
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が

一般化した
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店が増加し，特定の商品だけをあつ

かう専門の市場も生まれた。公
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の関
せき
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除
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q大量の出土銭（兵庫県南台遺
跡）　14世紀の貨幣が，計6384
枚も出土した。

q馬借と関所（『石
いし

山
やま

寺
でら

縁
えん

起
ぎ

絵巻』）　馬借は，京や奈良の荘園領主のもと
に送る年貢米をはじめ，多くの物資を運んだ。関銭は商売物には重かった。

q明銭と私鋳銭　明銭の①永
えい

楽
らく

通
つう

宝
ほう

や②洪
こう

武
ぶ

通宝などが輸入
され，それまでの宋銭などとと
もに良

りょう

銭
せん

の一文銭として流通し
た。民間で模

も

造
ぞう

した③私鋳銭
（鐚

びた

銭
せん

）と区別された。

① ②

③

e惣の掟

　
定
　
今い

ま

堀ぼ
り  

地じ

下げ
（
村
）掟お

き
て

之の

事こ
と

　
合

あ
わ
せ
て　

延え
ん

徳と
く

元（
一
四
八
九
）年
己

つ
ち
の
と

酉と
り

十
一
月
四
日

一 

、
他よ

所そ

之
人
を
地
下
ニ
請う

け

人に
ん（

身
元
保
証
人
） 

候
ハ
て
不お

く
べ
か
ら
ざ
る

可
置
之
事
。

一 

、
惣そ

う

ノ
地
ト
私
ノ
地
ト
サ
イ
メ（
境
界
）相そ

う

論ろ
ん

（
争
論
）こ
れ
を
停ち

ょ
う

止じ

せ
ら
れ
を
は
ん
ぬ
。
此こ

の
上
若も

し
ハ
金
ニ
テ
す
ま
す
へ
し
。

一 

、惣
森（
惣
所
有
の
森
）ニ
テ
青
木
ハ
葉
か
き
た

る
物
ハ
、
村
人
は
村
を
可お

と
す
べ
し落（

村
の
宮
座
か
ら

外
し
、
村
人
と
し
て
の
権
利
を
う
ば
う
）、
村
人

ニ
テ
無な

き

物も
の

ハ
地
下
ヲ
ハ
ラ
ウ
ヘ
シ（
村
か
ら

追
放
す
る
）。 

（
日ひ

吉え

神
社
文
書
）

 

①
近お

う

江み

国
蒲が

も
う生
郡（
滋
賀
県
東
近
江
市
）に
あ
っ
た
惣

①

3流通貨幣（一
いち

文
もん

銭
せん

）の種類を
限定し，銭

せん

貨
か

間の交換比率を
定めた。
4道路が比較的整備された京
都と鳥

と

羽
ば

，京都と坂本のあい
だには，車

しゃ

借
しゃく

が活躍した。
5惣の団結のもとになったの
は，神社の祭

さい

祀
し

組織（宮
みや

座
ざ

）で
あった。

の銭
せん

納
のう

や，段
たん

銭
せん

・棟
むな

別
べつ

銭
せん

など銭納の税も増加した。宋
そう

銭
せん

や明
みん

銭
せん

などの

輸入銭だけでは，流通量が不足したため，私
し

鋳
ちゅう

銭
せん

などの不良な銭が使

用され，取り引きが混乱した。

　そこで幕府や戦国大
だい

名
みょう

は，しばしば撰
えり

銭
ぜに

令
3

を出して混乱を防いだが，

自らは銭
せん

貨
か

を鋳
ちゅう

造
ぞう

しなかった。銭貨の流通により，為
か わ し

替の利用もさか

んとなり，酒
さか

屋
や

・土
ど

倉
そう

なども，金融業者として幕府の保護を受けて活

躍した。

　商品の輸送とともに，交通も発達した。畿
き

内
ない

では大津・坂
さか

本
もと

・淀
よど

な

ど交通の要地に，運送業者（馬
ば

借
しゃく

など）が活躍した
4

。物資の保管や委
い

託
たく

販売を業務としてきた問
とい

（問
とい

丸
まる

）は，馬借を支配し，卸
おろし

売り・運送や商

人宿をいとなむ問
とい

屋
や

に発展した。商品の輸送がはげしくなると，幕府

や公家，寺社は，収入を増やす目的で多くの関
せき

所
しょ

を領内の海陸交通の

要地に設け，商売物に税（関銭や津
つ

料
りょう

）を課した。

惣と一揆
小農民から名

みょう

主
しゅ

に成長した農民は，武士化した有

力名主（地
じ

侍
ざむらい

）を中心に，荘園の境界をこえて地

域的な団結を強めた。このような自
じ

治
ち

組織としての村
そん

落
らく

を惣
そう

（惣
そう

村
そん

）と

よぶ
5

。惣では，寄
より

合
あい

を開いて惣の掟
おきて

を定め，鎮
ちん

守
じゅ

社
しゃ

の祭礼，共有地

（入
いり

会
あい

地
ち

）や灌
かん

漑
がい

用水路の管理などについて決定した。年貢も，惣全体

の責任で請け負って納入した（地
じ

下
げ

請
うけ

，百
ひゃく

姓
しょう

請）。代
だい

官
かん

の罷
ひ

免
めん

や年貢・

段銭などの軽減の要求をかかげて，集団で領主と交渉したり，ききい

れられない場合は，逃
ちょう

散
さん

や土
つち

一
いっ

揆
き

など，実力行動をとることもあった。

　惣を中心に農民（土
ど

民
みん

）が団結しておこした土一揆が，やがて幕府に

徳
とく

政
せい

令
れい

の発
はっ

布
ぷ

を要求するようになるなど，幕府の権威は低下していっ

た。1428（正
しょう

長
ちょう

元）年，近
おう

江
み

の馬借が徳政を要求して立ちあがると，京

都周辺の農民がこれに参加し，金融業をもいとなむ酒屋や土倉，寺院

を襲
しゅう

撃
げき

し，借用証
しょう

文
もん

を焼き，質
しち

物
もつ

をうばいかえして，実力による徳政

を行った（正長の土一揆）。
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縁
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③

e惣の掟

　
定
　
今い

ま

堀ぼ
り  

地じ

下げ
（
村
）掟お

き
て

之の

事こ
と

　
合

あ
わ
せ
て　
延え

ん

徳と
く

元（
一
四
八
九
）年
己

つ
ち
の
と

酉と
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。
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。
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追
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神
社
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書
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①
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①
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0
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％

白黒テレビ

乗用車

ルームエアコン
（クーラー）

カラーテレビ

掃除機

洗濯機

冷蔵庫

年

e耐
たい

久
きゅう

消費財の普
ふ

及
きゅう

率の推
移（『日本統計年鑑』）　1953年以
後，家庭電化製品が普及し始め
た。1960年代後半には，カラ
ーテレビ・自動車（カー）・クー
ラーが3Cとよばれ，｢新三種の
神
じん

器
ぎ

｣となった。

q水
みな

俣
また

病裁判（1973.3）　四大
公害訴

そ

訟
しょう

など，各地で公害を訴
える裁判がおこされ，住民側の
勝
しょう

訴
そ

があいついだ。

q四
よっ

日
か

市
いち

の石油化学コンビ
ナート（1970）　工場からの有
害物質をふくんだ煙で大気が汚

お

染
せん

され，多くの住民が重いぜん
そくなどにかかった。

成長の代価
経済の高度成長の過程で，産業構造の高度化も進

んでいった。農林水産業部門の比
ひ

重
じゅう

が急速に低下

し，重化学工業の生産が工業部門の7割をしめるようになった。太平

洋ベルト地帯を中心とするコンビナートの拡大など，産業の立地条件

に応じた工業地帯が全国各地につくられ，人口が都市に集中し，大都

市近
きん

郊
こう

地域では宅地化が急速に進んでいった。また，農業について政

府は，1961(昭和36)年に農業基本法を制定し，経営規
き

模
ぼ

の拡大，自立

経営の育成などをめざした。しかし，これ以後も農業から他産業への

人口の流出はいっそう進み，出
で

稼
かせ

ぎも増大して，兼業農家が増えてい

った。

　しかし，こうした経済・社会の変化は，同時にさまざまな社会問題

も発生させた。スモッグなどの大気汚
お

染
せん

や，水
すい

銀
ぎん

，カドミウム，ＰＣ

Ｂなどの化学物質による水や土
ど

壌
じょう

への汚染などが広がりをみせ，水
みな

俣
また

病などの公害問題は社会的に大きな注目をあびた。また，都市への人

口集中による住宅難や，無秩序な土地開発による騒
そう

音
おん

，ごみ問題など

生活環境の悪化，「交通戦争」という言葉も生まれた交通事故の激増，

通勤地獄などの都市問題もはげしくなった。一方で，農村では若
じゃく

年
ねん

労

働力の流
りゅう

出
しゅつ

，人口減少と老
ろう

齢
れい

化
か

の急速な進行，都市との生活水準の大

きな格差，共同体の崩
ほう

壊
かい

などの過
か

疎
そ

問題も深刻になっていった。

　これらは，経済成長にともなって生じたマイナス点という意味で，

成長の代
だい

価
か

とよばれる。高度成長は驚異的な経済成長率を示したが，

急速であっただけにゆがんだ成長であり，多くのつけをそのあとに残

した。特に公害問題の深刻化に対しては，各地で公害の認定と保障，

環境保
ほ

全
ぜん

を求める住民運動が広がり，訴
そ

訟
しょう

も提起された。そうしたな

か，1960年代から1970年代にかけて，東京や大阪，横

浜，京都をはじめ多くの地方公共団体において，経済

発展より市民生活の安定や住環境の整備を重視する革
かく

新
しん

系の首
しゅ

長
ちょう

が誕生した。

国民生活の変化
高度成長の時期は，人々の生活が

大きく変化した時期でもあった。

所
しょ

得
とく

の増加とともに消費生活は豊かになり，化学繊
せん

維
い

の普
ふ

及
きゅう

による服
ふく

飾
しょく

文化の変化，乳製品や温室栽培野菜

の消費による食生活の洋風化，住宅団地の建設をはじ

めとする住環境の変化など，衣食住全般にわたって生

活革命とよばれる消費文化の時代を迎えた。  
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そ
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お
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重
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や，水
すい

銀
ぎん

，カドミウム，ＰＣ

Ｂなどの化学物質による水や土
ど

壌
じょう

への汚染などが広がりをみせ，水
みな

俣
また

病などの公害問題は社会的に大きな注目をあびた。また，都市への人

口集中による住宅難や，無秩序な土地開発による騒
そう

音
おん

，ごみ問題など

生活環境の悪化，「交通戦争」という言葉も生まれた交通事故の激増，

通勤地獄などの都市問題もはげしくなった。一方で，農村では若
じゃく

年
ねん

労

働力の流
りゅう

出
しゅつ

，人口減少と老
ろう

齢
れい

化
か

の急速な進行，都市との生活水準の大

きな格差，共同体の崩
ほう

壊
かい

などの過
か

疎
そ

問題も深刻になっていった。
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q独立国家共同体の調
ちょう

印
いん

式
（1991.12）　ソ連の消滅を宣言
し，CIS創設に参加した各共和
国首

しゅ

脳
のう

。

wベルリンの壁の解放　西
側への逃亡を阻

そ

止
し

するため
1961年に，東ドイツ政府によ
って築かれたベルリンの壁は，
1989年11月10日，民衆によっ
て解放された。

1ロシアやカザフスタンなど，
旧ソ連の11の共和国で構成
するゆるやかな連合体。

2日本社会党，公明党，民社
党，日本新党，新生党，新党
さきがけ，社会民主連合，民
主改革連合の8党派。

激変する世界と日本14
新しい
国際秩序と
日本の課題

ソ連の解体と
冷戦の終結

1980年代末，国際情勢は大きく動いた。社会主義

諸国では，ポーランドで自主的に結成された労働

組合が政府に対抗するなど，市民と政府の対立が深まっていった。

1985（昭和60）年，ソ連でゴルバチョフ政権が成立し，ペレストロイカ

（政治や経済などの改革）が進められると，その波は東ヨーロッパ諸国

に広がった。ソ連共産党ばなれが進むとともに，政治の民主化や経済

の自由化の動きが急激に進み，1989（平成元）年には政治改革を求める

市民運動によって，各国の共産党政権が崩
ほう

壊
かい

した。なかでもこの年の

11月には東西ベルリンをへだてていたベルリンの壁
かべ

がとり払われ，12

月には地中海マルタ島で，ゴルバチョフとアメリカのブッシュ大統領

が会談し，冷
れい

戦
せん

の終結を宣言した。

　さらに，1990年には東西に分裂していたドイツが統一された。ソ連

でも，これまでのソ連共産党一
いっ

党
とう

独
どく

裁
さい

政治に対する人々の批判がふき

出した。1991年，各民族のあいだで自立の要求が高まり，連
れん

邦
ぽう

を構成

していた各共和国が独立国家共同体（CIS
1

）を結成し，ソ連は解体した。

55年体制の
終幕

冷戦の終結は，保守対革
かく

新
しん

を基調としてきた55年

体制にも強い影響をあたえた。竹
たけ

下
した

登
のぼる

内閣におけ

るリクルート疑
ぎ

惑
わく

や，宮
みや

沢
ざわ

喜
き

一
いち

内閣における佐
さ

川
がわ

急便グループ事件な

どは，政治に対する国民の怒りを増
ぞう

幅
ふく

させた。こうしたなかで，小選

挙区制導入をめぐって，1993（平成5）年，自由民主党に内
ない

紛
ふん

がおこり，

宮沢内閣不信任案が可決されて，衆議院議員選挙が実
じっ

施
し

された。

　この選挙で自由民主党は議席の過半数を獲得できず，日本新党の細
ほそ

川
かわ

護
もり

熙
ひろ

を首相とする8党
とう

派
は

の連立内閣
2

が成立した。これにより，自由
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q独立国家共同体の調
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印
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国首

しゅ

脳
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wベルリンの壁の解放　西
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そ
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し

するため
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って築かれたベルリンの壁は，
1989年11月10日，民衆によっ
て解放された。
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旧ソ連の11の共和国で構成
するゆるやかな連合体。

2日本社会党，公明党，民社
党，日本新党，新生党，新党
さきがけ，社会民主連合，民
主改革連合の8党派。

激変する世界と日本14
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日本の課題
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していた各共和国が独立国家共同体（CIS
1

）を結成し，ソ連は解体した。
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新
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を基調としてきた55年
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たけ
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した
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るリクルート疑
ぎ

惑
わく

や，宮
みや

沢
ざわ

喜
き

一
いち

内閣における佐
さ

川
がわ

急便グループ事件な

どは，政治に対する国民の怒りを増
ぞう

幅
ふく

させた。こうしたなかで，小選

挙区制導入をめぐって，1993（平成5）年，自由民主党に内
ない

紛
ふん

がおこり，

宮沢内閣不信任案が可決されて，衆議院議員選挙が実
じっ

施
し

された。

　この選挙で自由民主党は議席の過半数を獲得できず，日本新党の細
ほそ

川
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護
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とう

派
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不安定な政治
2006（平成18）年に小

こ

泉
いずみ

首相が退
たい

陣
じん

したのちも，自

由民主党政権はつづいたが，いずれも短命内閣で

あった
1

。2008年，アメリカの不動産価格の暴
ぼう

落
らく

の影響により世界同時

不況が発生し，日本の景気もふたたび悪化した。このようななか，

2009年の衆議院議員選挙では，労働組合「連合」や無党派層の支持を集

めて勝利した民主党を中心に，3党連立の鳩
はと

山
やま

由
ゆ

紀
き

夫
お

内閣
2

が成立した。

　鳩山内閣は，脱
だつ

官
かん

僚
りょう

や政治主導をスローガンに政治改革を進め，事

業仕分けなどで国民の関心を集めた。しかし，沖縄の米軍普
ふ

天
てん

間
ま

基地

の移設問題や政治資金問題によって行きづまり，2010年に総辞職した。

かわって，民主党の菅
かん

直
なお

人
と

が内閣を組織したが，参議院選挙での不
ふ

振
しん

や，党内対立により，政治は安定しなかった。尖
せん

閣
かく

諸
しょ

島
とう

をめぐる問題

により日中関係も悪化した。

東日本大震災
2011（平成23）年3月11日，東北沖の太平洋を震源

とする超巨大地震
3

が発生した。はげしい揺れにつ

づいて巨大津波が東北から関東の太平洋岸をおそい，約2万人が犠
ぎ

牲
せい

になった。東京電力福島第一原子力発電所では，大量の放射性物質を

放出する深刻な事故が発生し，多数の住民が避
ひ

難
なん

を余
よ

儀
ぎ

なくされた

（東日本大震災）。菅内閣は，震災や原発事故への対応に苦しみ総辞職

し，2011年9月に同じく民主党の野
の

田
だ

佳
よし

彦
ひこ

が内閣を組織した。

政治や経済の新
しい動き

2012（平成24）年の衆議院議員選挙で民主党は敗北

し，野田内閣は総辞職した。かわって自民党の安
あ

倍
べ

晋
しん

三
ぞう

が2度目の内閣を組織した
4

。安倍内閣は，大規
き

模
ぼ

な金融緩
かん

和
わ

に

よって流通する通貨量を増やすとともに，公共事業を機動的に行うこ

とで景気を刺
し

激
げき

し，規制緩和によって企業活動を活発化させ，経済成

長をうながそうとした。一方で，増大する社会保障費の財源を確保す

るため，消費税率の引き上げを実
じっ

施
し

した。

　また，安倍内閣は日本をとりまく安全保障環境が大きく変化してい

るとの認識に立ち，2013年には特定秘密保護法を成立させた。2014年

には集団的自衛権の行
こう

使
し

を限定的に容
よう

認
にん

することを決め，2015年には

安全保障関連法を成立させた。

bp.269

bp.269

1957〜

1954〜

q東日本大震災で発生した
津波によって建物にのりあ
げたバス（2011）

q東日本大震災で事故がおき
た福島第一原子力発電所
（2011）

12006年に安
あ

倍
べ

晋
しん

三
ぞう

内閣，
2007年に福

ふく

田
だ

康
やす

夫
お

内閣，2008
年に麻

あ そ う

生太
た

郎
ろう

内閣にかわった。
2民主党，社会民主党，国民
新党による連立政権。2010
年に社会民主党が離

り

脱
だつ

。
3マグニチュード9.0。日本
付近で発生した地震としては，
観測史上最大。
4公明党との連立政権。

q皇
こう

位
い

継
けい

承
しょう

の儀式（2019.5）
江戸時代の光

こう

格
かく

天皇以来，約
200年ぶりとなる天皇の生

せい

前
ぜん

退
たい

位
い

を実現するための法律が制定
され，皇位が継承された。元号
も平成から令和となった。
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不安定な政治
2006（平成18）年に小

こ

泉
いずみ

首相が退
たい

陣
じん

したのちも，自

由民主党政権はつづいたが，いずれも短命内閣で

あった
1

。2008年，アメリカの不動産価格の暴
ぼう

落
らく

の影響により世界同時

不況が発生し，日本の景気もふたたび悪化した。このようななか，

2009年の衆議院議員選挙では，労働組合「連合」や無党派層の支持を集

めて勝利した民主党を中心に，3党連立の鳩
はと

山
やま

由
ゆ

紀
き

夫
お

内閣
2

が成立した。

　鳩山内閣は，脱
だつ

官
かん

僚
りょう

や政治主導をスローガンに政治改革を進め，事

業仕分けなどで国民の関心を集めた。しかし，沖縄の米軍普
ふ

天
てん

間
ま

基地

の移設問題や政治資金問題によって行きづまり，2010年に総辞職した。

かわって，民主党の菅
かん

直
なお

人
と

が内閣を組織したが，参議院選挙での不
ふ

振
しん

や，党内対立により，政治は安定しなかった。尖
せん

閣
かく

諸
しょ

島
とう

をめぐる問題

により日中関係も悪化した。

東日本大震災
2011（平成23）年3月11日，東北沖の太平洋を震源

とする超巨大地震
3

が発生した。はげしい揺れにつ

づいて巨大津波が東北から関東の太平洋岸をおそい，約2万人が犠
ぎ

牲
せい

になった。東京電力福島第一原子力発電所では，大量の放射性物質を

放出する深刻な事故が発生し，多数の住民が避
ひ

難
なん

を余
よ

儀
ぎ

なくされた

（東日本大震災）。菅内閣は，震災や原発事故への対応に苦しみ総辞職

し，2011年9月に同じく民主党の野
の

田
だ

佳
よし

彦
ひこ

が内閣を組織した。

政治や経済の新
しい動き

2012（平成24）年の衆議院議員選挙で民主党は敗北

し，野田内閣は総辞職した。かわって自民党の安
あ

倍
べ

晋
しん

三
ぞう

が2度目の内閣を組織した
4

。安倍内閣は，大規
き

模
ぼ

な金融緩
かん

和
わ

に

よって流通する通貨量を増やすとともに，公共事業を機動的に行うこ

とで景気を刺
し

激
げき

し，規制緩和によって企業活動を活発化させ，経済成

長をうながそうとした。一方で，増大する社会保障費の財源を確保す

るため，消費税率の引き上げを実
じっ

施
し

した。

　また，安倍内閣は日本をとりまく安全保障環境が大きく変化してい

るとの認識に立ち，2013年には特定秘密保護法を成立させた。2014年

には集団的自衛権の行
こう

使
し

を限定的に容
よう

認
にん

することを決め，2015年には

安全保障関連法を成立させた。
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不安定な政治
2006（平成18）年に小

こ

泉
いずみ

首相が退
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陣
じん

したのちも，自

由民主党政権はつづいたが，いずれも短命内閣で

あった
1

。2008年，アメリカの不動産価格の暴
ぼう

落
らく

の影響により世界同時

不況が発生し，日本の景気もふたたび悪化した。このようななか，

2009年の衆議院議員選挙では，労働組合「連合」や無党派層の支持を集

めて勝利した民主党を中心に，3党連立の鳩
はと
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由
ゆ

紀
き

夫
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内閣
2
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官
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僚
りょう

や政治主導をスローガンに政治改革を進め，事

業仕分けなどで国民の関心を集めた。しかし，沖縄の米軍普
ふ

天
てん

間
ま
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の移設問題や政治資金問題によって行きづまり，2010年に総辞職した。

かわって，民主党の菅
かん

直
なお

人
と

が内閣を組織したが，参議院選挙での不
ふ

振
しん

や，党内対立により，政治は安定しなかった。尖
せん

閣
かく

諸
しょ

島
とう

をめぐる問題

により日中関係も悪化した。

東日本大震災
2011（平成23）年3月11日，東北沖の太平洋を震源

とする超巨大地震
3

が発生した。はげしい揺れにつ

づいて巨大津波が東北から関東の太平洋岸をおそい，約2万人が犠
ぎ

牲
せい

になった。東京電力福島第一原子力発電所では，大量の放射性物質を

放出する深刻な事故が発生し，多数の住民が避
ひ

難
なん

を余
よ

儀
ぎ

なくされた
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彦
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が内閣を組織した。

政治や経済の新
しい動き

2012（平成24）年の衆議院議員選挙で民主党は敗北

し，野田内閣は総辞職した。かわって自民党の安
あ

倍
べ

晋
しん

三
ぞう

が2度目の内閣を組織した
4

。安倍内閣は，大規
き

模
ぼ

な金融緩
かん

和
わ

に

よって流通する通貨量を増やすとともに，公共事業を機動的に行うこ
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不安定な政治
2006（平成18）年に小

こ

泉
いずみ

首相が退
たい

陣
じん

したのちも，自

由民主党政権はつづいたが，いずれも短命内閣で

あった
1

。2008年，アメリカの不動産価格の暴
ぼう

落
らく

の影響により世界同時

不況が発生し，日本の景気もふたたび悪化した。このようななか，

2009年の衆議院議員選挙では，労働組合「連合」や無党派層の支持を集

めて勝利した民主党を中心に，3党連立の鳩
はと

山
やま

由
ゆ

紀
き

夫
お

内閣
2

が成立した。

　鳩山内閣は，脱
だつ

官
かん

僚
りょう

や政治主導をスローガンに政治改革を進め，事

業仕分けなどで国民の関心を集めた。しかし，沖縄の米軍普
ふ

天
てん

間
ま

基地

の移設問題や政治資金問題によって行きづまり，2010年に総辞職した。

かわって，民主党の菅
かん

直
なお

人
と

が内閣を組織したが，参議院選挙での不
ふ

振
しん

や，党内対立により，政治は安定しなかった。尖
せん

閣
かく

諸
しょ

島
とう

をめぐる問題

により日中関係も悪化した。

東日本大震災
2011（平成23）年3月11日，東北沖の太平洋を震源

とする超巨大地震
3

が発生した。はげしい揺れにつ

づいて巨大津波が東北から関東の太平洋岸をおそい，約2万人が犠
ぎ

牲
せい

になった。東京電力福島第一原子力発電所では，大量の放射性物質を

放出する深刻な事故が発生し，多数の住民が避
ひ

難
なん

を余
よ

儀
ぎ

なくされた

（東日本大震災）。菅内閣は，震災や原発事故への対応に苦しみ総辞職

し，2011年9月に同じく民主党の野
の

田
だ

佳
よし

彦
ひこ

が内閣を組織した。

政治や経済の新
しい動き

2012（平成24）年の衆議院議員選挙で民主党は敗北

し，野田内閣は総辞職した。かわって自民党の安
あ

倍
べ

晋
しん

三
ぞう

が2度目の内閣を組織した
4

。安倍内閣は，大規
き

模
ぼ

な金融緩
かん

和
わ

に

よって流通する通貨量を増やすとともに，公共事業を機動的に行うこ

とで景気を刺
し

激
げき

し，規制緩和によって企業活動を活発化させ，経済成

長をうながそうとした。一方で，増大する社会保障費の財源を確保す

るため，消費税率の引き上げを実
じっ

施
し

した。

　また，安倍内閣は日本をとりまく安全保障環境が大きく変化してい

るとの認識に立ち，2013年には特定秘密保護法を成立させた。2014年

には集団的自衛権の行
こう

使
し

を限定的に容
よう

認
にん

することを決め，2015年には

安全保障関連法を成立させた。

bp.269

bp.269

1957〜

1954〜2022

q東日本大震災で発生した
津波によって建物にのりあ
げたバス（2011）

q東日本大震災で事故がおき
た福島第一原子力発電所
（2011）

12006年に安
あ

倍
べ

晋
しん

三
ぞう

内閣，
2007年に福

ふく

田
だ

康
やす

夫
お

内閣，2008
年に麻

あ そ う

生太
た

郎
ろう

内閣にかわった。
2民主党，社会民主党，国民
新党による連立政権。2010
年に社会民主党が離

り

脱
だつ

。
3マグニチュード9.0。日本
付近で発生した地震としては，
観測史上最大。
4公明党との連立政権。

q皇
こう

位
い

継
けい

承
しょう

の儀式（2019.5）
江戸時代の光

こう

格
かく

天皇以来，約
200年ぶりとなる天皇の生

せい

前
ぜん

退
たい

位
い

を実現するための法律が制定
され，皇位が継承された。元号
も平成から令和となった。
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天皇 総理 西暦 年号 政治・経済・社会 文化 世界

巻末年表　295

 1910 白樺創刊
 11 平塚らいてうら青

鞜社結成
 12 オリンピック初参加

 14 日本美術院再興
  二科会創立
 15 第１回中等学校優

勝野球大会
 16 吉野作造の民本主

義
 17 理化学研究所設立

本多光太郎，ＫＳ
磁石鋼発明

 18 大学令・高等学校
令公布

 19 帝国美術院設立
 20 新婦人協会結成　

森戸事件

 23 文芸春秋創刊
 24 築地小劇場完成
 25 ラジオ放送開始

 29 蟹工船・太陽のな
い街　旅客飛行開
始

 31 最初の国産トー
キー映画

 33 滝川事件
 35 天皇機関説問題化
 37 文化勲章制定　文

部省，「国体の本義」
配布　矢内原事件

 40 津田左右吉の著書
発禁

 41 国民学校令公布　
文部省「臣民の道」
配布　言論･出版・
集会・結社等臨時
取締法公布

 43 第1回学徒出陣

 45 GHQ，修身・日本
歴史・地理の授業
停止を指令

 46 第1回日展開催　
GHQ，地理・歴史
教育の再開許可　
第1回国民体育大
会開催

 47 教育基本法・学校
教育法公布　六・
三・三・四制実施	
登呂遺跡発掘

 48 教育委員会法公布
 49 日本学術会議発足

法隆寺金堂壁画焼
失　岩宿遺跡発掘
湯川秀樹，ノーベ
ル賞受賞

1911 ［中］辛亥革命
 12 中華民国成立
  バルカン戦争	

(〜1913)
 14 第一次世界大戦	

(〜1918)

 17 ロシア革命

 19 ［中］五・四運動
  ヴェルサイユ条約
 20 国際連盟成立

 21 ワシントン会議	
(〜1922)

  中国共産党結成
 22 ［伊］ファシスト政権

成立

 24 ［中］第一次国共合作
 25 ロカルノ条約
 26 蔣介石，北伐開始
 27 蔣介石，南京に国民

政府樹立
 28 パリ不戦条約
 29 世界恐慌おこる
 30 ロンドン軍縮会議
 31 ［中］瑞金にソヴィエ

ト政権成立
 32 満州国建国宣言
 33 ヒトラー内閣成立
 34 ヒトラー総統就任
 35 ［独］再軍備宣言
 36 伊，エチオピア併合
  スペイン内乱
  西安事件
 37 ［中］第二次国共合作
  ［伊］国際連盟脱退
 38 ［独］墺併合　ミュン

ヘン会談
 39 独ソ不可侵条約　

第二次世界大戦始
まる

 40 南京に汪政権成立
 41 独ソ戦　大西洋憲章
  独・伊，米に宣戦
 43 伊，降伏　カイロ会談
 45 太平洋戦争おわる
  ヤルタ会談　独，降伏
  ポツダム会談
  国際連合成立
 46 フィリピン独立
  ［中］国共内戦
 47 パキスタン・インド独立
  マーシャル・プラン
  コミンフォルム結成
 48 ビルマ・韓国・北朝鮮

独立
 49 中華人民共和国成立
  インドネシア独立
  北大西洋条約機構

(NATO)
 50 中ソ友好同盟相互

援助条約，朝鮮戦
争(〜53)

明治 西園寺 1907 明治40 7 第３次日韓協約　第１次日露協約
〃 桂 1910 43 5 大逆事件　8 韓国併合　9 朝鮮総督府設置
〃 〃 1911 44 3 工場法公布　4 第２次条約改正(関税自主権回

復)
大正 西園寺 1912 大正元 8 友愛会設立　12 第一次護憲運動始まる
〃 桂 1913 2 2 桂内閣総辞職(大正政変)　6 軍部大臣現役武

官制廃止
〃 山本 1914 3 1 ジーメンス事件　8 第一次世界大戦に参戦
〃 大隈 1915 4 1 中国に二十一か条要求
〃 〃 1916 5 9 工場法施行
〃 寺内 1917 6 9 金輸出禁止　11 石井・ランシング協定(23年廃

棄)
〃 〃 1918 7 7 米騒動　8 シベリア出兵(〜22)　9 原内閣成立

　
〃 原 1919 8 3 三･一独立運動　5 選挙法改正　6 ヴェルサイユ

条約調印
〃 〃 1920 9 1 国際連盟加入　3 経済恐慌　5 第１回メーデー

12 日本社会主義同盟創立
	 	 	 	
〃 〃 1921 10 10 友愛会，日本労働総同盟と改称　11 ワシント

ン会議に参加　12 四か国条約成立(日英同盟破
棄)

〃 高橋 1922 11 2 九か国条約・海軍軍縮条約成立　3 全国水平社
 加藤(友)   創立　4 日本農民組合結成　7 日本共産党結成
〃 山本 1923 12 9 関東大震災　12 虎の門事件
〃 清浦 1924 13 1 第二次護憲運動おこる　6 護憲三派連立内閣成

立
〃 加藤(高) 1925 14 1 日ソ基本条約　4 治安維持法公布　5 普通選挙

法公布
昭和 若槻 1927 昭和 2 3 金融恐慌おこる　5 第１次山東出兵　6 ジュ

ネーヴ軍縮会議
〃 田中 1928 3 2 最初の普通選挙　3 三・一五事件　5 済南事件

6 張作霖爆殺事件　治安維持法改正　8 不戦条
約調印

〃 浜口 1930 5 1 金輸出解禁　4 ロンドン海軍軍縮条約調印　昭
和恐慌

〃 若槻 1931 6 3 三月事件　9 満州事変おこる　12 金輸出再禁止
〃 犬養 1932  7 1 上海事変　2 リットン調査団来日　2〜3 血盟団

事件　3 満州国建国　5 五・一五事件　9 日満議
定書調印

〃 斎藤 1933 8 3 国際連盟脱退通告　5 塘沽停戦協定
〃 岡田 1934 9 12 ワシントン海軍軍縮条約破棄通告
〃 〃 1936 11 1 ロンドン軍縮会議脱退　2 二・二六事件
 広田	 	 	 5 軍部大臣現役武官制復活　11 日独防共協定成

立
〃 近衛 1937 12 7 盧溝橋事件(日中戦争始まる〜45)　11 日独伊

防共協定成立
〃 〃 1938 13 1 近衛声明　4 国家総動員法　7 張鼓峰事件
〃 平沼 1939 14 5 ノモンハン事件　7 国民徴用令　米，日米通商

航海条約破棄通告
〃 近衛 1940 15 9 日独伊三国同盟成立　10 大政翼賛会発足
〃 〃 1941 16 4 日ソ中立条約締結　7 日本軍南部仏印進駐　	

12 太平洋戦争始まる(〜45)
〃 東条 1942 17 5 翼賛政治会発足　6 ミッドウェー海戦　
〃 〃 1943 18 11 大東亜会議開催
〃 小磯 1944 19 7 サイパン島陥落　8 学徒勤労令　11 本土爆撃開始
〃 鈴木 1945 20 4 米軍，沖縄島上陸　8 広島・長崎に原爆投下
 東久邇宮   	ソ連参戦　ポツダム宣言受諾　9 降伏文書調印

戦犯容疑者逮捕指令
 幣原   11 財閥解体指令　12 新選挙法・労働組合法公布
〃 〃 1946 21 1 天皇人間宣言　2 公職追放令　第１次農地改革
	

吉田
	 	 	 	金融緊急措置令施行　5 極東国際軍事裁判開始	

9 労働関係調整法　10 第２次農地改革(〜49)　	
11 日本国憲法公布

〃 〃 1947 22 2 二・一スト中止　4 労働基準法・独占禁止法・
	 片山	 	 	 	地方自治法公布　5 憲法施行　第１回国会開会

天皇 総理 西暦 年号 政治・経済・社会 文化 世界

巻末年表　295

 1910 白樺創刊
 11 平塚らいてうら青

鞜社結成
 12 オリンピック初参加

 14 日本美術院再興
  二科会創立
 15 第１回中等学校優

勝野球大会
 16 吉野作造の民本主

義
 17 理化学研究所設立

本多光太郎，ＫＳ
磁石鋼発明

 18 大学令・高等学校
令公布

 19 帝国美術院設立
 20 新婦人協会結成　

森戸事件

 23 文芸春秋創刊
 24 築地小劇場完成
 25 ラジオ放送開始

 29 蟹工船・太陽のな
い街　旅客飛行開
始

 31 最初の国産トー
キー映画

 33 滝川事件
 35 天皇機関説問題化
 37 文化勲章制定　文

部省，「国体の本義」
配布　矢内原事件

 40 津田左右吉の著書
発禁

 41 国民学校令公布　
文部省「臣民の道」
配布　言論･出版・
集会・結社等臨時
取締法公布

 43 第1回学徒出陣

 45 GHQ，修身・日本
歴史・地理の授業
停止を指令

 46 第1回日展開催　
GHQ，地理・歴史
教育の再開許可　
第1回国民体育大
会開催

 47 教育基本法・学校
教育法公布　六・
三・三・四制実施	
登呂遺跡発掘

 48 教育委員会法公布
 49 日本学術会議発足

法隆寺金堂壁画焼
失　岩宿遺跡発掘
湯川秀樹，ノーベ
ル賞受賞

1911 ［中］辛亥革命
 12 中華民国成立
  バルカン戦争	

(〜1913)
 14 第一次世界大戦	

(〜1918)

 17 ロシア革命

 19 ［中］五・四運動
  ヴェルサイユ条約
 20 国際連盟成立

 21 ワシントン会議	
(〜1922)

  中国共産党結成
 22 ［伊］ファシスト政権

成立

 24 ［中］第一次国共合作
 25 ロカルノ条約
 26 蔣介石，北伐開始
 27 蔣介石，南京に国民

政府樹立
 28 パリ不戦条約
 29 世界恐慌おこる
 30 ロンドン軍縮会議
 31 ［中］瑞金にソヴィエ

ト政権成立
 32 満州国建国宣言
 33 ヒトラー内閣成立
 34 ヒトラー総統就任
 35 ［独］再軍備宣言
 36 伊，エチオピア併合
  スペイン内乱
  西安事件
 37 ［中］第二次国共合作
  ［伊］国際連盟脱退
 38 ［独］墺併合　ミュン

ヘン会談
 39 独ソ不可侵条約　

第二次世界大戦始
まる

 40 南京に汪政権成立
 41 独ソ戦　大西洋憲章
  独・伊，米に宣戦
 43 伊，降伏　カイロ会談
 45 太平洋戦争おわる
  ヤルタ会談　独，降伏
  ポツダム会談
  国際連合成立
 46 フィリピン独立
  ［中］国共内戦
 47 パキスタン・インド独立
  マーシャル・プラン
  コミンフォルム結成
 48 ビルマ・韓国・北朝鮮

独立
 49 中華人民共和国成立
  インドネシア独立
  北大西洋条約機構

(NATO)
 50 中ソ友好同盟相互

援助条約，朝鮮戦
争(〜53)

明治 西園寺 1907 明治40 7 第３次日韓協約　第１次日露協約
〃 桂 1910 43 5 大逆事件　8 韓国併合　9 朝鮮総督府設置
〃 〃 1911 44 3 工場法公布　4 第２次条約改正(関税自主権回

復)
大正 西園寺 1912 大正元 8 友愛会設立　12 第一次護憲運動始まる
〃 桂 1913 2 2 桂内閣総辞職(大正政変)　6 軍部大臣現役武

官制廃止
〃 山本 1914 3 1 ジーメンス事件　8 第一次世界大戦に参戦
〃 大隈 1915 4 1 中国に二十一か条要求
〃 〃 1916 5 9 工場法施行
〃 寺内 1917 6 9 金輸出禁止　11 石井・ランシング協定(23年廃

棄)
〃 〃 1918 7 7 米騒動　8 シベリア出兵(〜22)　9 原内閣成立

　
〃 原 1919 8 3 三･一独立運動　5 選挙法改正　6 ヴェルサイユ

条約調印
〃 〃 1920 9 1 国際連盟加入　3 経済恐慌　5 第１回メーデー

12 日本社会主義同盟創立
	 	 	 	
〃 〃 1921 10 10 友愛会，日本労働総同盟と改称　11 ワシント

ン会議に参加　12 四か国条約成立(日英同盟破
棄)

〃 高橋 1922 11 2 九か国条約・海軍軍縮条約成立　3 全国水平社
 加藤(友)   創立　4 日本農民組合結成　7 日本共産党結成
〃 山本 1923 12 9 関東大震災　12 虎の門事件
〃 清浦 1924 13 1 第二次護憲運動おこる　6 護憲三派連立内閣成

立
〃 加藤(高) 1925 14 1 日ソ基本条約　4 治安維持法公布　5 普通選挙

法公布
昭和 若槻 1927 昭和 2 3 金融恐慌おこる　5 第１次山東出兵　6 ジュ

ネーヴ軍縮会議
〃 田中 1928 3 2 最初の普通選挙　3 三・一五事件　5 済南事件

6 張作霖爆殺事件　治安維持法改正　8 不戦条
約調印

〃 浜口 1930 5 1 金輸出解禁　4 ロンドン海軍軍縮条約調印　昭
和恐慌

〃 若槻 1931 6 3 三月事件　9 満州事変おこる　12 金輸出再禁止
〃 犬養 1932  7 1 上海事変　2 リットン調査団来日　2〜3 血盟団

事件　3 満州国建国　5 五・一五事件　9 日満議
定書調印

〃 斎藤 1933 8 3 国際連盟脱退通告　5 塘沽停戦協定
〃 岡田 1934 9 12 ワシントン海軍軍縮条約破棄通告
〃 〃 1936 11 1 ロンドン軍縮会議脱退　2 二・二六事件
 広田	 	 	 5 軍部大臣現役武官制復活　11 日独防共協定成

立
〃 近衛 1937 12 7 盧溝橋事件(日中戦争始まる〜45)　11 日独伊

防共協定成立
〃 〃 1938 13 1 近衛声明　4 国家総動員法　7 張鼓峰事件
〃 平沼 1939 14 5 ノモンハン事件　7 国民徴用令　米，日米通商

航海条約廃棄通告
〃 近衛 1940 15 9 日独伊三国同盟成立　10 大政翼賛会発足
〃 〃 1941 16 4 日ソ中立条約締結　7 日本軍南部仏印進駐　	

12 太平洋戦争始まる(〜45)
〃 東条 1942 17 5 翼賛政治会発足　6 ミッドウェー海戦　
〃 〃 1943 18 11 大東亜会議開催
〃 小磯 1944 19 7 サイパン島陥落　8 学徒勤労令　11 本土爆撃開始
〃 鈴木 1945 20 4 米軍，沖縄島上陸　8 広島・長崎に原爆投下
 東久邇宮   	ソ連参戦　ポツダム宣言受諾　9 降伏文書調印

戦犯容疑者逮捕指令
 幣原   11 財閥解体指令　12 新選挙法・労働組合法公布
〃 〃 1946 21 1 天皇人間宣言　2 公職追放令　第１次農地改革
	

吉田
	 	 	 	金融緊急措置令施行　5 極東国際軍事裁判開始	

9 労働関係調整法　10 第２次農地改革(〜49)　	
11 日本国憲法公布

〃 〃 1947 22 2 二・一スト中止　4 労働基準法・独占禁止法・
	 片山	 	 	 	地方自治法公布　5 憲法施行　第１回国会開会

飛
鳥
時
代

天皇 総理 西暦 年号 政治・経済・社会 文化 世界

296　巻末年表

 1950 文化財保護法制定
金閣全焼

 51 ユネスコ加盟　民
間ラジオ放送開始

 53 テレビ放送開始
 54 平城宮跡発掘開始
 56 新教育委員会法公

布　南極観測始ま
る

 57 東海村原子炉点火
 59 メートル法実施
 60 カラーテレビ放送

開始
 62 国産第１号原子炉

点火
 64 東海道新幹線開通

東京オリンピック開
催

 65 同和対策審議会答
申

 68〜69  大学紛争激化
 70 日本初人工衛星打

ち上げ　
  日本万国博開催
 72 札幌冬季オリン

ピック開催　高松
塚古墳壁画発見

 75 沖縄海洋博開催

 78 稲荷山古墳出土鉄
剣の文字発見

 79 共通一次試験始ま
る　太安万侶の墓
誌発見

 81 常用漢字表告示
 82 教科書検定，外交

問題化

 87 臨時教育審議会答
申

 88 青函トンネル・瀬戸
大橋開通

 89 吉野ヶ里遺跡で環
濠集落跡発見

 93 法隆寺地域の仏教
建造物・姫路城・
白神山地・屋久島
が世界遺産に登録

 94 三内丸山遺跡で縄
文集落跡発掘

 97 臓器移植法成立
 98 奈良県キトラ古墳

で最古級の星宿図
発見

 99 奈良県飛鳥池遺跡
で富本銭大量出土

	2000	旧石器発掘ねつ造
発覚

	2002	日韓共催サッカー
ワールドカップ

 1954 周・ネルー，平和五
原則声明

 	 インドシナ休戦協定
 55 アジア・アフリカ会議
	 	 ワルシャワ条約機構
  ジュネーヴ4巨頭会談
 56 スエズ動乱
  ハンガリー事件
 57 EEC調印	

ソ連，ICBM・人工
衛星打ち上げに成功

 58 米，人工衛星打ち上
げに成功	
アラブ連合成立

 59 キューバ革命
  中印国境紛争（〜1962）
 62 キューバ危機
 63 部分的核実験停止

条約成立
 65 米，北ベトナム爆撃

(北爆)　印パ紛争
 66 中国の文化大革命始

まる
 67 中東戦争(第３次)
 68 核兵器拡散防止条

約調印　ソ連・東欧
軍，チェコ侵入

 69 アポロ11号月面着陸
 71 ドル・ショック
  中華人民共和国，

国連代表権を回復
 72 ニクソン訪中
 73 ベトナム和平協定
  中東戦争(第４次)
 79 米中国交樹立	

ソ連，アフガニスタ
ン侵攻

 80 イラン・イラク戦争	
(〜1988)

 82 反核運動広がる
 86 ［ソ］チェルノブイリ

原発事故
 87 米ソINF全廃条約
 89 東欧の民主化広がる
  ［中］天安門事件
 90 イラク，クウェート

侵攻　韓ソ国交樹立
  東西ドイツ統一
 91 湾岸戦争
  カンボジア和平協定
  ［ソ］共産党の解体

バルト３国独立	
ソヴィエト連邦解体

 93 EU成立
 96 国連で包括的核実

験禁止条約採択
 97 香港，中国に返還
 99 マカオ，中国に返還
  欧州単一通貨ユーロ

がスタート
 2000 南北朝鮮首脳初会談
 2001 ［米］同時多発テロ

事件

 03 イラク戦争

昭和 吉田 1948 昭和23 11 極東軍事裁判判決　12 経済安定九原則を指示
〃 〃 1949 24 3 ドッジ・ライン　8 松川事件　シャウプ勧告
〃 〃 1950 25 7 総評結成　8 警察予備隊設置　9 レッド・パー

ジ
〃 〃 1951 26 9 サンフランシスコ平和条約・日米安保条約調印
〃 〃 1952 27 2 日米行政協定調印　4 日華平和条約調印
	 	 	 	 	5 メーデー事件　7 破壊活動防止法公布　8 IMF

加盟　10 保安隊発足
〃 〃 1954 29 3 日米MSA協定調印　7 自衛隊発足
〃 鳩山 1955 30 10 社会党統一　11 自由民主党結成(保守合同)
〃 〃 1956 31 5 日ソ漁業条約調印　10 日ソ共同宣言　12 国連

加盟
〃 岸 1957 32 10 国連安全保障理事会の非常任理事国に当選
〃 〃 1959 34 4 日米安保条約改定問題で安保闘争おこる(〜60)
〃 〃 1960 35 1 日米新安保条約調印　民主社会党結成
〃 池田   1〜10 三池争議　12 国民所得倍増計画発表
〃 〃 1961 36 6 農業基本法公布
〃 〃 1964 39 4 IMF８条国移行　OECD加盟　11 公明党結成
〃 佐藤 1965 40 5 ILO 87号条約承認　6 日韓基本条約調印
〃 〃 1967 42 8 公害対策基本法公布(70年改正)
〃 〃 1968 43 6 小笠原諸島返還実現　この年GNP資本主義国

第２位

〃 〃 1970 45 2 日本，核拡散防止条約調印　6 安保条約自動延
長

〃 〃 1971 46 6 沖縄返還協定調印　7 環境庁発足　12 円切り
上げ（1ドル308円）

〃 田中 1972 47 5 沖縄返還実現　9 日中共同声明(日中国交正常
化)

〃 〃 1973 48 2 円の変動相場制移行　この年石油ショック始ま
る

〃 三木 1976 51 2 ロッキード事件問題化　6 新自由クラブ結成
〃 福田 1978 53 8 日中平和友好条約調印
〃 大平 1979 54 6 第5回先進国首脳会議(サミット)，東京で開催
〃	 鈴木	 1980	 55	 6 衆参同日選挙
〃 〃 1982 57 8 公職選挙法改正(参院に比例代表制)　11 中曽

根内閣成立
〃	 中曽根	 1985	 60	 6 男女雇用機会均等法公布　9 先進5か国蔵相・

中央銀行総裁会議（G5）
〃 〃 1986 61 8 新自由クラブ解党　11 国鉄改革関連法成立(87

年民営化)
〃 〃 1987 62 5 予算成立(防衛費，GNP 1％枠突破)　11 竹下

内閣成立
〃 竹下 1988 63 7 リクルート事件発覚　12 消費税法公布
	 海部	 1989	 平成元	 4 消費税導入　7 参議院で与野党逆転

〃	 〃	 1990	 2	 6 日米構造協議最終決着　11 即位式・大嘗祭挙行
〃 〃 1991 3 4 掃海艇ペルシャ湾派遣　11 宮沢内閣成立
〃 宮沢 1992 4 6 国連平和維持活動(PKO)協力法成立
〃 細川 1993 5 8 非自民8党派連立内閣成立
〃 羽田 1994 6 3 公職選挙法改正(小選挙区比例代表並立制)　6 

村山内閣成立
〃 村山 1995 7 1 阪神・淡路大震災　3 地下鉄サリン事件
〃 橋本 1996 8 2 エイズ薬害で厚相謝罪
〃 〃 1997 9 5 アイヌ文化振興法成立　12 京都議定書採択　

介護保険法成立
〃 橋本 1998 10 4 金融ビッグバン始まる　7 小渕内閣成立
〃 小渕 1999 11 5 情報公開法・ガイドライン関連法成立　8 国旗・

国歌法公布，施行
〃 小渕・森 2000 12 1 憲法調査会設置

〃 森・小泉 2001 13 1 省庁再編　4 小泉内閣成立　10 テロ対策特別
措置法成立

〃 小泉 2002 14 9 日朝首脳初会談　平壌宣言　北朝鮮，日本人
拉致事実認める

〃	 〃	 2003 15 6 有事法制関連３法成立　7 イラク復興支援特別
措置法成立

明仁（平
成の天皇）

飛
鳥
時
代

天皇 総理 西暦 年号 政治・経済・社会 文化 世界

296　巻末年表

 1950 文化財保護法制定
金閣全焼

 51 ユネスコ加盟　民
間ラジオ放送開始

 53 テレビ放送開始
 54 平城宮跡発掘開始
 56 新教育委員会法公

布　南極観測始ま
る

 57 東海村原子炉点火
 59 メートル法実施
 60 カラーテレビ放送

開始
 62 国産第１号原子炉

点火
 64 東海道新幹線開通

東京オリンピック開
催

 65 同和対策審議会答
申

 68〜69  大学紛争激化
 70 日本初人工衛星打

ち上げ　
  日本万国博開催
 72 札幌冬季オリン

ピック開催　高松
塚古墳壁画発見

 75 沖縄海洋博開催

 78 稲荷山古墳出土鉄
剣の文字発見

 79 共通一次試験始ま
る　太安万侶の墓
誌発見

 81 常用漢字表告示
 82 教科書検定，外交

問題化

 87 臨時教育審議会答
申

 88 青函トンネル・瀬戸
大橋開通

 89 吉野ヶ里遺跡で環
濠集落跡発見

 93 法隆寺地域の仏教
建造物・姫路城・
白神山地・屋久島
が世界遺産に登録

 94 三内丸山遺跡で縄
文集落跡発掘

 97 臓器移植法成立
 98 奈良県キトラ古墳

で最古級の星宿図
発見

 99 奈良県飛鳥池遺跡
で富本銭大量出土

	2000	旧石器発掘ねつ造
発覚

	2002	日韓共催サッカー
ワールドカップ

 1954 周・ネルー，平和五
原則声明

 	 インドシナ休戦協定
 55 アジア・アフリカ会議
	 	 ワルシャワ条約機構
  ジュネーヴ4巨頭会談
 56 スエズ動乱
  ハンガリー事件
 57 EEC調印	

ソ連，ICBM・人工
衛星打ち上げに成功

 58 米，人工衛星打ち上
げに成功	
アラブ連合成立

 59 キューバ革命
  中印国境紛争（〜1962）
 62 キューバ危機
 63 部分的核実験停止

条約成立
 65 米，北ベトナム爆撃

(北爆)　印パ紛争
 66 中国の文化大革命始

まる
 67 中東戦争(第３次)
 68 核兵器拡散防止条

約調印　ソ連・東欧
軍，チェコ侵入

 69 アポロ11号月面着陸
 71 ドル・ショック
  中華人民共和国，

国連代表権を獲得
 72 ニクソン訪中
 73 ベトナム和平協定
  中東戦争(第４次)
 79 米中国交樹立	

ソ連，アフガニスタ
ン侵攻

 80 イラン・イラク戦争	
(〜1988)

 82 反核運動広がる
 86 ［ソ］チェルノブイリ

原発事故
 87 米ソINF全廃条約
 89 東欧の民主化広がる
  ［中］天安門事件
 90 イラク，クウェート

侵攻　韓ソ国交樹立
  東西ドイツ統一
 91 湾岸戦争
  カンボジア和平協定
  ［ソ］共産党の解体

バルト３国独立	
ソヴィエト連邦解体

 93 EU成立
 96 国連で包括的核実

験禁止条約採択
 97 香港，中国に返還
 99 マカオ，中国に返還
  欧州単一通貨ユーロ

がスタート
 2000 南北朝鮮首脳初会談
 2001 ［米］同時多発テロ

事件

 03 イラク戦争

昭和 吉田 1948 昭和23 11 極東軍事裁判判決　12 経済安定九原則を指示
〃 〃 1949 24 3 ドッジ・ライン　8 松川事件　シャウプ勧告
〃 〃 1950 25 7 総評結成　8 警察予備隊設置　9 レッド・パー

ジ
〃 〃 1951 26 9 サンフランシスコ平和条約・日米安保条約調印
〃 〃 1952 27 2 日米行政協定調印　4 日華平和条約調印
	 	 	 	 	5 メーデー事件　7 破壊活動防止法公布　8 IMF

加盟　10 保安隊発足
〃 〃 1954 29 3 日米MSA協定調印　7 自衛隊発足
〃 鳩山 1955 30 10 社会党統一　11 自由民主党結成(保守合同)
〃 〃 1956 31 5 日ソ漁業条約調印　10 日ソ共同宣言　12 国連

加盟
〃 岸 1957 32 10 国連安全保障理事会の非常任理事国に当選
〃 〃 1959 34 4 日米安保条約改定問題で安保闘争おこる(〜60)
〃 〃 1960 35 1 日米新安保条約調印　民主社会党結成
〃 池田   1〜10 三池争議　12 国民所得倍増計画発表
〃 〃 1961 36 6 農業基本法公布
〃 〃 1964 39 4 IMF８条国移行　OECD加盟　11 公明党結成
〃 佐藤 1965 40 5 ILO 87号条約承認　6 日韓基本条約調印
〃 〃 1967 42 8 公害対策基本法公布(70年改正)
〃 〃 1968 43 6 小笠原諸島返還実現　この年GNP資本主義国

第２位

〃 〃 1970 45 2 日本，核拡散防止条約調印　6 安保条約自動延
長

〃 〃 1971 46 6 沖縄返還協定調印　7 環境庁発足　12 円切り
上げ（1ドル308円）

〃 田中 1972 47 5 沖縄返還実現　9 日中共同声明(日中国交正常
化)

〃 〃 1973 48 2 円の変動相場制移行　この年石油ショック始ま
る

〃 三木 1976 51 2 ロッキード事件問題化　6 新自由クラブ結成
〃 福田 1978 53 8 日中平和友好条約調印
〃 大平 1979 54 6 第5回先進国首脳会議(サミット)，東京で開催
〃	 鈴木	 1980	 55	 6 衆参同日選挙
〃 〃 1982 57 8 公職選挙法改正(参院に比例代表制)　11 中曽

根内閣成立
〃	 中曽根	 1985	 60	 6 男女雇用機会均等法公布　9 先進5か国蔵相・

中央銀行総裁会議（G5）
〃 〃 1986 61 8 新自由クラブ解党　11 国鉄改革関連法成立(87

年民営化)
〃 〃 1987 62 5 予算成立(防衛費，GNP 1％枠突破)　11 竹下

内閣成立
〃 竹下 1988 63 7 リクルート事件発覚　12 消費税法公布
	 海部	 1989	 平成元	 4 消費税導入　7 参議院で与野党逆転

〃	 〃	 1990	 2	 6 日米構造協議最終決着　11 即位式・大嘗祭挙行
〃 〃 1991 3 4 掃海艇ペルシャ湾派遣　11 宮沢内閣成立
〃 宮沢 1992 4 6 国連平和維持活動(PKO)協力法成立
〃 細川 1993 5 8 非自民8党派連立内閣成立
〃 羽田 1994 6 3 公職選挙法改正(小選挙区比例代表並立制)　6 

村山内閣成立
〃 村山 1995 7 1 阪神・淡路大震災　3 地下鉄サリン事件
〃 橋本 1996 8 2 エイズ薬害で厚相謝罪
〃 〃 1997 9 5 アイヌ文化振興法成立　12 京都議定書採択　

介護保険法成立
〃 橋本 1998 10 4 金融ビッグバン始まる　7 小渕内閣成立
〃 小渕 1999 11 5 情報公開法・ガイドライン関連法成立　8 国旗・

国歌法公布，施行
〃 小渕・森 2000 12 1 憲法調査会設置

〃 森・小泉 2001 13 1 省庁再編　4 小泉内閣成立　10 テロ対策特別
措置法成立

〃 小泉 2002 14 9 日朝首脳初会談　平壌宣言　北朝鮮，日本人
拉致事実認める

〃	 〃	 2003 15 6 有事法制関連３法成立　7 イラク復興支援特別
措置法成立

明仁（平
成の天皇）

天皇 総理 西暦 年号 政治・経済・社会 文化 世界

巻末年表　297

 2005 日本国際博覧会
(愛知万博)開催

 10 改正臓器移植法施
行　常用漢字表改
定　小惑星探査機
はやぶさ，地球に
帰還

 11 サッカー女子ワール
ドカップで日本代
表が初優勝

 13 富士山が世界遺産
に登録　2020年オ
リンピック・パラリ
ンピックの東京開
催が決定

 19 ラグビーワールド
カップ日本大会開
催

 21 東京オリンピック・
パラリンピック開催

 2004 EU25か国に
  スマトラ沖地震
 05 京都議定書発効

 06 北朝鮮，核実験

 08 四川大地震
  世界金融危機拡大

 11 チュニジア・エジプ
ト・リビアで独裁
政権崩壊　南スー
ダン独立　世界の
人口70億人突破

 15 米・キューバ，54
年ぶりに国交回復

  パリ協定採択

 17 国連で核兵器禁止
条約採択

 19 米露のINF全廃条
約が失効

 20 英，EUから離脱　
新型コロナウイル
ス感染症が世界的
に流行

  中国，香港国家安
全維持法制定

 21 米軍，アフガニス
タンから撤退

 小泉 2004 平成16 1 自衛隊イラク派遣　6 年金改革関連法・有事法
制関連７法成立
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国連事務総長・米大使初出席
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大阪で開催
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〃 菅･岸田 2021 3 9 デジタル庁発足
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qニクソン訪
ほう

中
ちゅう

（1972.2）　米
中の国交正常化のきっかけにな
った。左は毛沢東。

qアフガニスタンから撤兵するソ連軍（1988）

eイラン革命（1979）　イスラ
ム復興をかかげるイラン革命は，
中東情勢に大きな影響をあたえ
た。

11987年には米ソ間で中距
離核戦力（INF）全

ぜん

廃
ぱい

条約が結
ばれた。
2これを機に石油価格がふた
たび3倍にひきあげられ，世
界経済に打撃をあたえた（第2
次石油ショック）。

激動するアジア
情勢と日本

1971（昭和46）年，中華人民共和国は，台湾の国民

政府にかわって国連で代表権を回復し，国際社会

での独自の地位を強めた。アメリカはひそかに中国との接
せっ

触
しょく

を始め，

1972年にニクソン大統領が中国を訪問して敵対関係を終結させ，1979

年には米中の国
こっ

交
こう

が正常化した。これによって，戦後の米ソを両
りょう

極
きょく

と

した自由主義陣
じん

営
えい

と社会主義陣営の対立の構造は変化し，アメリカと

ソ連のあいだで戦略兵器制限交渉（S
ソ ル ト

ALT）が行われるなど，冷
れい

戦
せん

下で

の緊張の緩
かん

和
わ

（デタント）が進んだ
1

。

　インドシナ半島では，1973年にベトナム和平協定が結ばれてアメリ

カが撤
てっ

兵
ぺい

し，1976年には南北が統合したベトナム社会主義共和国が成

立した。またソ連は1979年，親ソ政権を擁
よう

護
ご

するためにアフガニスタ

ン侵
しん

攻
こう

を開始したが，10年近くにわたる介
かい

入
にゅう

ののち，撤兵した。

　こうして，米ソの影響力が弱まると，国際情勢はさらに多
た

極
きょく

化
か

し，

アジア各地でさまざまな緊張が高まった。

　カンボジアでは，1979年にベトナムの支援を受けた勢力が新政府を

樹
じゅ

立
りつ

すると，ベトナム軍の介入のもとで，内戦が激化した。中国では，

1976年に周
しゅう

恩
おん

来
らい

と毛
もう

沢
たく

東
とう

があいついで死去すると，政治路線をめぐる

闘争が表面化した。中
ちゅう

東
とう

では，1979年にイランで革命
2

がおこったが，

翌1980年イラクがイランに侵攻してイラン・イラク戦争となり，1982

年にはイスラエルがレバノンに侵攻するなど，緊張がつづいた。

　このようななかで，国際社会における日本の存在感も高まっていっ

た。経済面では，第1次石油ショック以後も安定した成長をつづけて

経済大国となり，世界経済の重要な一角をしめるようになった。外交

面では，対米協調を基本としながらもアジア諸国との関係を深め，特

に経済援助で大きな役割をはたすようになった。

1970年代の国際社会と日本1
bp.244

1913〜94

bp.244

チョウエンライ マオツォトン

bp.262

3
石油ショック
と低成長の
時代

5

10

15

20

25
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原　　　　　　　　文 訂　　　　正　　　　文

天皇 総理 西暦 年号 政治・経済・社会 文化 世界

巻末年表　297

 2005 日本国際博覧会
(愛知万博)開催

 10 改正臓器移植法施
行　常用漢字表改
定　小惑星探査機
はやぶさ，地球に
帰還

 11 サッカー女子ワール
ドカップで日本代
表が初優勝

 13 富士山が世界遺産
に登録　2020年オ
リンピック・パラリ
ンピックの東京開
催が決定

 19 ラグビーワールド
カップ日本大会開
催

 21 東京オリンピック・
パラリンピック開催

 2004 EU25か国に
  スマトラ沖地震
 05 京都議定書発効

 06 北朝鮮，核実験

 08 四川大地震
  世界金融危機拡大

 11 チュニジア・エジプ
ト・リビアで独裁
政権崩壊　南スー
ダン独立　世界の
人口70億人突破

 15 米・キューバ，54
年ぶりに国交回復

  パリ協定採択

 17 国連で核兵器禁止
条約採択

 19 米露のINF全廃条
約が失効

 20 英，EUから離脱　
新型コロナウイル
ス感染症が世界的
に流行

  中国，香港国家安
全維持法制定

 21 米軍，アフガニス
タンから撤退

 小泉 2004 平成16 1 自衛隊イラク派遣　6 年金改革関連法・有事法
制関連７法成立

〃 〃 2005 17 4 個人情報保護法全面施行　10 郵政民営化法成
立（2007年民営化）

〃 小泉･安倍 2006 18 5 会社法施行　日米政府，在日米軍再編合意　
12 改正教育基本法成立

〃 安倍･福田 2007 19 5 国民投票法成立
〃 福田･麻生 2008 20 1 薬害肝炎救済法成立　4 後期高齢者医療制度導

入
〃 麻生･鳩山 2009 21 5 裁判員制度導入　6 海賊対処法成立　9 民主党

中心の連立政権成立
〃 鳩山･菅 2010 22 4 宮崎で口蹄疫被害発生　8 広島平和記念式典に

国連事務総長・米大使初出席
〃 菅･野田 2011 23 3 東日本大震災　福島県で原子力発電所の事故発

生
〃 野田･安倍 2012 24 5 国内の原子力発電所がすべて停止（7月に大飯原

発が再稼働，2013年9月に再度停止）
〃 安倍 2013 25 4 改正公職選挙法成立（インターネットを使った選

挙運動解禁）　12 特定秘密保護法成立
〃 〃 2014 26 1 国家安全保障局発足　7 集団的自衛権行使を限

定容認する政府見解を閣議決定
〃 〃 2015 27 6 改正公職選挙法成立（選挙権年齢を18 歳以上

に引き下げ）　8 川内原発が新規制基準下で初の
再稼働　9 安全保障関連法成立

〃 〃 2016 28 5 米大統領が現職大統領として初の広島訪問
〃 〃 2017 29 6 天皇の退位等に関する皇室典範特例法成立　

改正組織犯罪処罰法成立（テロ等準備罪の新設）
〃 〃 2018 30 6 改正民法成立（成人年齢を18 歳に引き下げ）
    12 TPP11協定発効
今上 〃 2019 令和元 5 皇位継承にともない平成から令和へ改元
    6 金融・世界経済に関する首脳会合（G20 サミット），

大阪で開催
〃 安倍･菅 2020 2 4 新型コロナウイルスの感染拡大を受けて緊急事

態宣言が発令（5月に解除）
〃 菅･岸田 2021 3 9 デジタル庁発足

明仁（平
成の天皇）

日本の歴史では，「奈良時代」「江戸時代」など，国の政治が行われた場所などをもとに時代が区切られ，名前がつ
けられている。下は等尺年表といい，各時代がどのくらいの長さかを示している。

干支は，中国の殷の時代にはすでに使われていたといわれる年代のあらわし方で，五行十干と十二支の組み合わせで
つくられ，60年で一回り（還暦）する。また十二支は，江戸時代まで時刻や方位をあらわすのにも使われていた。
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天皇 総理 西暦 年号 政治・経済・社会 文化 世界

巻末年表　297

 2005 日本国際博覧会
(愛知万博)開催

 10 改正臓器移植法施
行　常用漢字表改
定　小惑星探査機
はやぶさ，地球に
帰還

 11 サッカー女子ワール
ドカップで日本代
表が初優勝

 13 富士山が世界遺産
に登録　2020年オ
リンピック・パラリ
ンピックの東京開
催が決定

 19 ラグビーワールド
カップ日本大会開
催

 21 東京オリンピック・
パラリンピック開催

 2004 EU25か国に
  スマトラ沖地震
 05 京都議定書発効

 06 北朝鮮，核実験

 08 四川大地震
  世界金融危機拡大

 11 チュニジア・エジプ
ト・リビアで独裁
政権崩壊　南スー
ダン独立　世界の
人口70億人突破

 15 米・キューバ，54
年ぶりに国交回復

  パリ協定採択

 17 国連で核兵器禁止
条約採択

 19 米露のINF全廃条
約が失効

 20 英，EUから離脱　
新型コロナウイル
ス感染症が世界的
に流行

  中国，香港国家安
全維持法制定

 21 米軍，アフガニス
タンから撤退

 22 ロシア，ウクライナ
侵攻

 小泉 2004 平成16 1 自衛隊イラク派遣　6 年金改革関連法・有事法
制関連７法成立

〃 〃 2005 17 4 個人情報保護法全面施行　10 郵政民営化法成
立（2007年民営化）

〃 小泉･安倍 2006 18 5 会社法施行　日米政府，在日米軍再編合意　
12 改正教育基本法成立

〃 安倍･福田 2007 19 5 国民投票法成立
〃 福田･麻生 2008 20 1 薬害肝炎救済法成立　4 後期高齢者医療制度導

入
〃 麻生･鳩山 2009 21 5 裁判員制度導入　6 海賊対処法成立　9 民主党

中心の連立政権成立
〃 鳩山･菅 2010 22 4 宮崎で口蹄疫被害発生　8 広島平和記念式典に

国連事務総長・米大使初出席
〃 菅･野田 2011 23 3 東日本大震災　福島県で原子力発電所の事故発

生
〃 野田･安倍 2012 24 5 国内の原子力発電所がすべて停止（7月に大飯原

発が再稼働，2013年9月に再度停止）
〃 安倍 2013 25 4 改正公職選挙法成立（インターネットを使った選

挙運動解禁）　12 特定秘密保護法成立
〃 〃 2014 26 1 国家安全保障局発足　7 集団的自衛権行使を限

定容認する政府見解を閣議決定
〃 〃 2015 27 6 改正公職選挙法成立（選挙権年齢を18 歳以上

に引き下げ）　8 川内原発が新規制基準下で初の
再稼働　9 安全保障関連法成立

〃 〃 2016 28 5 米大統領が現職大統領として初の広島訪問
〃 〃 2017 29 6 天皇の退位等に関する皇室典範特例法成立　

改正組織犯罪処罰法成立（テロ等準備罪の新設）
〃 〃 2018 30 6 改正民法成立（成人年齢を18 歳に引き下げ）
    12 TPP11協定発効
今上 〃 2019 令和元 5 皇位継承にともない平成から令和へ改元
    6 金融・世界経済に関する首脳会合（G20 サミット），

大阪で開催
〃 安倍･菅 2020 2 4 新型コロナウイルスの感染拡大を受けて緊急事

態宣言が発令（5月に解除）
〃 菅･岸田 2021 3 9 デジタル庁発足
〃 岸田 2022 4 4 成人年齢を18 歳に引き下げた改正民法施行

明仁（平
成の天皇）

日本の歴史では，「奈良時代」「江戸時代」など，国の政治が行われた場所などをもとに時代が区切られ，名前がつ
けられている。下は等尺年表といい，各時代がどのくらいの長さかを示している。

干支は，中国の殷の時代にはすでに使われていたといわれる年代のあらわし方で，五行十干と十二支の組み合わせで
つくられ，60年で一回り（還暦）する。また十二支は，江戸時代まで時刻や方位をあらわすのにも使われていた。
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